
 

 

 

  

「つなぐ」研修をめざして ～臨地研修の紹介～ 
 

みなさんはオオタカという鳥を見たことがありますか？私が学生だった二十数年前、この鳥は希少種とされており、山地なら

ともかく、都市部で見かけることはめったにありませんでした。ところが、最近は住宅地のど真ん中で狩りをしたり、人家の近

くで巣作りをしたりする事例がみられます。現に我が家の近所にもいますし、学校の上空を飛んでいることもあります。 

いったいなぜ？どうやら彼らは、 この何十年かで都市の環境に適応してきたようなのです。都市部にはドバトやムクドリな

ど、餌になる鳥が多く、最近ではカラスまでが彼らの食卓にのぼっています。あとは巣作りができる森さえあればいい。 

このままではジリ貧だ、と思ったかどうかはわかりませんが、彼らは「変わる」ことで生き残り、分布を広げてきたのです。 

学校現場もまた、二十数年前とは大きく変わっています。不易流行－本質的なものは大切にしながら、不断に変わり続けるこ

とが、私たちには求められていると思います。時間に余裕のある夏休みは、視野を広げ、見聞を深めるチャンス。そこで、生活

科・総合的な学習の時間研究会では、毎年会員を対象に実施してきた夏季研修に加えて、市・区の連携を深める取り組みの一環

として、今年からいくつかの区で臨地研修を共同開催しました。事後のアンケート結果からは「いろいろな区の先生方と交流で

きた。視点がいろいろだったので、面白かった」「合同で開催することで連帯感が持てる。また役員の負担も減る」といった感

想が寄せられ、「市研と区研、区研と区研をつなぐ」というねらいにつながる手ごたえを感じています。 

ここでは､各区の部長さんたちが臨地研修の内容を紹介します。「いいね」と思ったら､ぜひ来年度の参考に！（文責 矢野） 

鶴見区・神奈川区・中区  身近な課題から SDGs へ 
みなとみらい地区・みなとみらい本町小学校  
 
みなとみらい地区のシティウォークへ行った後、横浜市

政策局の関口さんからお話をうかがいました。 
後半の富士通エフサス・岸本さんによるワークショップで

は、カードを動かしながら子どもたちに身につけさせたい
力や横浜市の課題、SDGｓがどのようにつながっていくのか
を考えました。それぞれのつながりを考えることで、日ごろ
生活・総合の時間で行っていることが SDGｓともつながって
いくことを視覚的にもとらえることができました。 
関口さんのお話やワークショップを通して、普段の視点

とは少し変えて物事を見る大切さを学びました。 
また、３区合同だったため、 

いろいろな先生方と様々な 
視点で話し合いながら、自分 
たちの見方・考え方の視野を 
広げることができました。 

 
 
 
 
 

瀬谷区・泉区・旭区・保土ケ谷区  サカタのタネ栽培研修
大門小学校  

 
サカタのタネの清水さんに、栽培活動・土づくりについ

て分かりやすく説明していただきました。なぜ間引きが必
要か、連作がよくないかなどがよく理解できました。また
「ただ How を教えるのではなく、ちゃんと Why も教えてくだ
さい」と指導する上で大切なことを教えていただきました。 
後半は畑に出て、道具の扱い方や畝の作り方を体験し

ました。実際にやってみることで、子どもにどんな声をかけ
たらいいのかイメージすることができました。また「植物は
人間の足音を聞いて育つ」という言葉が印象的でした。 
じっくりと愛情をこめ、 

何度も足を運ぶこと・ 
植物のことを理解し、 
環境を整えてあげること。 
これが栽培活動の成功に 
つながると学びました。 

 
 
 
 
 
 
 

西区 帷子川の生きものたち  
帷子川・平沼小学校  
 
ココペリプラス代表・寺田さんを講師にお迎えして、

「西区の河川について知ろう！～帷子川・石崎川・新田間
川の生きもの～」を開催しました。 
「汚なそう」「生き物なんているの？」というイメージが持

たれがちな、横浜駅付近の河川。しかし、実は多様な生
き物が住む河川だったのです。生息している生き物を見せ
ていただいたり、水質調査などからの授業展開をご示唆
いただいたりしました。生活科の学習にも生かせる部分が
あり、大変興味深い研修でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄区・港南区・金沢区 諸感覚を使った自然観察  
横浜自然観察の森  

 
横浜市の南部、鎌倉市との境に位置する横浜自然観

察の森には、様々な生き物がくらしています。自然観察セ
ンターには日本野鳥の会のレンジャーが常駐しており、自
然に関する調査・教育機能も充実しています。 
レンジャーの尾崎さんに危険な動植物についてのお話を

うかがった後、班ごとに森へ入って観察し、もどってきてレ
ンジャーさんを囲んで質疑応答を行いました。また、原っ
ぱでバッタをつかまえ、誰のバッタが遠くに跳ぶか競争す
るなど、童心に返って 
楽しむ姿もみられました。 
視覚・聴覚・触覚など 

諸感覚を使った観察を 
通して、自然を見る目、 
見方が変わることを 
実感しました。 

 
 
 
 
 

南区・戸塚区 藍のたたき染め・フィールドワーク  
こども植物園・環境活動支援センター  
 
子ども植物園で、藍のたたき染めの体験と施設説明を

聞きました。たたき染めはなかなか色が出ず、難しかった
のですが、しっかり染まるときれいな藍色が出て、よいお土
産になりました。 
環境活動支援センターではフィールドワークを行いまし

た。自然の中から宝物（落ち葉や枝、木の実など）を見
つけたり、子どもと一緒にできる活動を教えていただいたり
しました。 
生活科や総合で行うならどのような活動がよいか、み

んなで考えながら活動することができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

磯子区 プログラミング入門  
はまぎんこども宇宙科学館  

 
学校に配布されている ipad に入っている「プロゼミ（プ

ログラミングゼミ）」というアプリを使って研修をしました。                                                 
プロゼミには、プログラムのコードをパズルのように組み

合わせてキャラクターを動かす「パズルモード」や、ルー
プ・条件分岐・変数などを組み合わせる「あつめよう」な
どのモードがあります。 
アプリの中のキャラクターを自分でプログラミングした

通りに動かすことができるかどうか、いろいろ操作しなが
ら、ゲーム感覚でプログラミングを楽しむことができまし
た。いろいろなレベルに合った内容があるので、どんな子
でもできるかと感じました。 
このアプリは、ipad の台数が確保できれば学習で使え

ると感じました。１人１台が理想ですが、２人で１台で操作
しても、大丈夫かと思います。色々考えてみるより、「まず
は動かしてみる」ということを学びました。 

 
 
 
 
 
 
 

港北区 鶴見川の自然と防災  
鶴見川流域センター  
 
港北区生活科・総合の学習の時間研究会では、鶴見

川流域ネットワークの職員の方に、鶴見川流域全体にお
ける自然環境の保護や防災の試みについてお話しいただ
いたあと、実際に川の中に入って、鶴見川の亀甲橋のた
もとで生き物採集を行いました。参加された先生方もみ
な目を輝かせて、童心にかえって生き物を採集しました。 
きれいな川に生息するアユやモクズガニがとれ、歓声が

あがりました。 
子どもの立場に 

なって、鶴見川の 
自然やそれを守る 
取り組みについて 
考えるきっかけを 
与えてもらった研修 
でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 

緑区 草花遊び  
にいはる里山交流センター                                              

 
竹笛、お歯黒、くずのシャボン玉、笹のおもちゃ等、自

然のものを使ったものづくりの研修です。誰もが熱中して
体験をしていました。みどり遊楽舎のボランティアの方の
話を真剣に聞いて、遊びに取り組んでいました。作品が
できた時には、嬉しそうにしている様子が見られました。 
ボランティアの方が「手先を使うことで、脳を動かすこ

とができる。また、自然物は諸感覚を働かせて遊ぶことが 
できる」とおっしゃって 
いましたが、体験を 
通してそれを実感する 
ことができました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都筑区 郷土の歴史を学ぶ 
横浜市歴史博物館  
 
都筑区の昔の絵地図をもとに、今の地形と昔の地形を

比べながら暮らしの変化について考えました。勝田村や牛
久保村など、まさに学校の名前にもなっている村が昔か
らあり、当時の交通や産業と今の様子を比べながら学習
することができました。                                                
また、都筑区ならではの遺跡や昔遊びなど、学習材と

して活用できる例をあげていただくことができました。 
直接授業に生かすことができない場合にも、都筑区の

小学校で働く教師 
として、知識として 
もっておくと武器に 
なる話をたくさん 
していただくことが 
できました。 

 
 
 
 
 
 

青葉区 思考ツール・カリキュラムマネジメント  
谷本小学校  
 
指導企画課・飯島尚美指導主事による講演会「指導

要領・カリキュラムマネジメント及び、思考ツールＰＭＩシー
トを使用したミニワークショップ」を行いました。 
実際のアンケート結果をＰＭＩシートで整理し、改善点を

考えていくというワークショップでは、ＰＭＩの表があること
で、問題点が整理され、焦点をしぼった改善策を考える
ことができるということが、実体験を通して理解することが
できました。さらに、改善点を次の授業につなげていく方
法もわかり、参加した先生方からは「これからの授業に活
かしていける」と非常に意欲的な感想が聞かれました。 
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「西区に勤めて長くな
るが、こんなに近いところ
に材があるなんて知らな
かった」「子どもとの活
動で様々な可能性を考
えることができた」といっ
たご感想が寄せられてい
ます。 

＜ＰＭＩ＞ 
ものごとの「PLUS:いいところ」や 

「Minus:悪いところ」を見つけたり、
「Interesting:面白いところ」は何
かを考えたりするときに使う思考 
ツール。 
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はまみらい、探しています ～あなたの学校にありませんか？～ 
はまみらいは明るいサーモンピンクの大輪でよい香りがするバラです｡花び

らが外巻きになるのも特徴です｡開港 150 周年を記念し､市内の小･中学校に苗

が贈られましたが､今では所在がわからなくなった学校も多いと思います｡ 

市花・バラを軸とする市民参加型アクション「横浜ローズプロジェクト」

では､市内の公立小学校に苗を贈る「はまみらい栽培を通した学びづくりプロ

ジェクト」を立ち上げました｡そのため､現在はまみらいがある学校の情報を

求めています｡それらしきバラがあれば写真を撮って送って下さい｡連絡をく

ださった学校には､開発中の「はまみらい折り紙」を贈呈します｡ はまみらい

であれば､栽培の参考資料もお届けすることができます｡また､はまみらいがな

かった学校で、欲しい・授業に使いたいと思う方も御連絡ください｡ 

連絡先：横浜ローズプロジェクト事務局 ㈱Bonheur ナカヤ タエ様 

    info@la-bonheur.co.jp 

第１号 連携クイズの答え  

１ カササギの学名は？  ②Pica pica（①Gorilla gorilla はゴリラ、③Mola mola はマンボウ) 
２ こどもの国の前身は？ ③弾薬庫（陸軍の弾薬製造貯蔵施設。戦後は田奈弾薬庫として米軍が接収） 
３ 神奈川区の花は？   ②チューリップ（③ラフレシアの花言葉は「夢現（ゆめうつつ）」） 
４ 肥田牧場があるのは？ ③戸塚区（①瀬谷区にあるのは相澤良牧場） 

横浜市生活科・総合的な学習の時間研究会  

連携だより 

 

第２号  

平成 30 年 10 月３日 

 

書を捨てよ、町へ出よう ～夏季研修を振り返って～ 
連携部長 矢野 達也 

横浜市の人口はどのくらいか、知っていますか？答えは約 374 万人。全市町村の中で最多です。

では、これほど多ければ少子高齢化の影響は小さい？答えは NO！市の人口は来年から減り始め、

高齢者の割合は増えていきます。これに加え、家族構成の変化、雇用の不安定化など、社会構造も

激変。行政だけでは対応に限界がある中、PTA も含めた地域活動の担い手もいなくなっている…。 

すぐそこに迫る課題を、人口統計という具体的なデータを駆使して解説してくれたのは政策局の

関口昌幸さん。それは、近年私たちが学校現場で感じる諸々の課題を裏付けるものでもありました。 

行政には頼れない。地域の力も弱まっている。ではどうすればいい？そこで関口さんが提示した

のが「リビングラボ Living Lab」という新しい地域活動のしくみです。これは「住民が企業や行

政・学校・NPO 等と連携しながら課題を解決する活動（の場）」を意味します。その事例として、

ナカヤタエさんにご紹介いただいたのが、市民・企業・NPO・学生などが連携しながら、市花・バ

ラにまつわる様々な活動を活性化する「ローズプロジェクト」です。 

アプリ開発者の若宮正子さんからは、プログラミング教育についてお話しいただきました。自分

で作ったプログラムが思った通りに動き、それが周りにも喜ばれたら嬉しいですよね。また、プロ

グラミングは創造的であると同時に、論理的思考力・問題解決能力を育てる格好の場でもあります。 

最後のワークショップでは、横浜の課題と『横浜の時間』のテーマを結び付け、SDGs の目標も

視野に入れて単元づくりをしました。ファシリテーターの岸本さんからは、「鳥の目で全体を俯瞰

しましょう」との助言をいただき、身近な課題も SDGs につながることが実感できました。 

私たちはともすれば、日々の仕事に追われながら、学校の中だけで考え、行動しがちです。しか

し、もうそんな場合ではない。生活・総合に携わる私たちこそが、学校を出て外の世界を知り、今

以上にまちの人や関係機関とつながっていかなければなりません。そんな危機感と使命感を共有で

きた研修でした。－書を捨てよ、町へ出よう！ 

夏季研修 参加者の声 
 
・横浜の課題、世界の課題に子どもたちと一緒に向き合うことのできる、生活科・総合的な学習の時間

は改めて素敵だなと思うことができました。 

・関口さんの横浜市の行政の課題から、具体的に活動していらっしゃるナカヤさんのお話、論理的思考

を引き出すプログラミングをわかりやすく教えていただいた 83 歳の若宮さんのパワー、盛り沢山の

メニューで楽しく研修させて頂きました。岸本さんのお話は、毎回勉強になります。 

・3 人の方のお話を聞いて、「誰かのために何かをしよう」という思いで動き出すことの重要性を感じ

ました。今の状況を変えたいとか、何かしなきゃという思いは誰もがもっていると思います。それを

どう実現するのか考え、行動にうつすことを始めようと思いました。  

・市の社会構造変化の背景・要因やローズプロジェクト、プログラミングの具体等、内容は興味深かっ

たです。それぞれが関連付けられる内容ではあるのですが、全体の約 2 時間聴き続けることになり、

少々長いかと。いずれかの内容にしぼって、講演とワークショップ等になれば。 

・単元を作るときに、市の課題や SDGs まで全く考えは至っていなかったことがわかりました。ロー

ズプロジェクト、ぜひやってみたいです。お話を聞かせていただけるとうれしいです。 

・よく材を作成するのにマッピングをするのですが、このような形からのしぼりこみ、世界（SDGs な

ど）につなげられる論理的な考えを整理すること、大切にします。１年生でもできますよね。 

・授業で取り扱うことが、市全体の課題につながるという意識が深まった。ふだん「地域」どまりであ

るが、地域が市全体につながっていることを知ることができた。教師は毎日がんばっているけれど

も、狭い視野の中で行っていると、周囲、社会に理解されにくい（不祥事ばかり取り上げられが

ち）。こうして企業や社会とつながることで、アイデアをいただけるだけでなく、理解していただ

く、自分たちの視野を広げる、考え方の広がりを増やす…全て子どもへのかかわりにプラスになるこ

とばかりだと思います。オープンイノベーション、すてきです。 

・自分が子どもの頃と比べて社会が変化していることから、学校で子どもたちに身につけさせたい力も

また変わってきていることは感じていました。しかし、現場だけでは今の社会の実態を扱うことは難

しいので、色々な企業や人々と関わっていることの重要性を改めて実感しました。  

・本校がこれまでに積み上げてきたこと、これから変わっていこうと模索していること、それらがいか

に意味のあるものなのかという価値付けができました。ナカヤさん、若宮さんの実践からは、勇気を

もらいました。「いまわたしにできること」早速行動に移したいと思います。  

他にも多数のご意見・ご感想をいただきました。ありがとうございました。  

かけ橋をわたって 
 副会長 武山 朋子 

今年の夏は酷暑に見舞われ、「原則運動禁止」の日が続きました。にもかかわらず、「子どものい

ない夏休みだからこそ」と普段はできないような研修に熱心に参加する、多くの先生方とお会いで

きた夏でもありました。 

私は、横浜市こども植物園で藍のたたき染めを初めて体験しました。藍は春から種をまいて育て

ることができること、発酵させた藍染めではなくても、生葉を使って簡単にたたき染めができるこ

と、成長した大きな葉より若い新芽のほうが色が良く出ることなどを初めて知りました。南区と戸

塚区の合同研修として実施されたこの研修には、多くの参加者があり、暑い夏の充実したひと時と

なりました。 

この研修の実現に大きな力を発揮したのが、今年誕生した「連携部」でした。  

各区の研究会は、学校にいちばん身近で頼りになる場所で大切なところです。とはいえ輪番制で

役員や研修担当が決まる場合も多く、「参加できてよかった！」と多くの方に思っていただける研

修のために企画を練り、場所を選定し、担当者と交渉し、実施計画を立てて実行する、というのは

たいへんなことです。それをサポートできたらと、連携部のメンバーが早い時期から動きだしまし

た。そしてこのおたよりのタイトル「Pica pica～カササギ」に込められた思いの通り、かけ橋とな

って市研と区研、区研と区研をつなぎ、それぞれの地区での研修を実現できたのです。  

次は、かけ橋をわたり、研修の場で新しいひと、もの、こと、と出会ったみなさんが、その出会

いを子どもたちの新たな出会いへつなげていってくださることが、私たちの願いです。  

WANTED! 
HAMA-MIRAI 

DEAD OR Alive 


